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富士山本宮浅間大社
この御社が登拝の起点とな

ります。御祭神は、木花之

佐久夜毘責命、相殿に背の

君天孫瓊々杵尊、父神大山

祇神をお祀りします。

本殿、拝殿、楼門は徳川家

康の寄進によるもので、浅

問造りと称される二階建て

楼閣造の本殿は、国の重要

文化財に指定さ牧ています。11月3．4．5日に行われる御

例祭の他、源頼朝の奉納に由来する勇牡な流嫡馬祭が、5

月4．5．6日の3日間行わ才1ます。
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富士山信仰による登拝の情景を描いたもので、室圃丁末期狩野

元信の作と伝えらｲ1ています。絹本署色(180.0×1 17.5cm)
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「
日
本
の
大
和
の
国
の
鎮
め
と
も
い
ま
す
神
か
も
、
宝
と
も
な
れ
る

山
か
も
」
と
、
万
葉
歌
人
高
橋
錘
麿
が
詠
ん
だ
よ
う
に
、
古
来
富
士

山
は
大
和
民
族
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
信
仲
さ
叙
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
霊
峰
を
御
神
体
と
し
て
鎮
ま
り
ま
す
神
は
、
浅
間
大

神
、
又
の
名
を
木
花
之
佐
久
夜
毘
圭
買
命
と
申
し
上
げ
ま
す
．

第
七
代
孝
霊
天
皇
の
御
代
に
富
士
山
が
噴
火
し
て
、
国
中
の
荒
廃

久
し
き
に
及
ん
だ
の
で
、
第
十
一
代
垂
仁
天
皇
三
年
（
前
一
一
七
）
に
富

士
の
山
霊
を
鎮
め
る
為
、
山
足
の
地
に
浅
間
大
神
を
お
祀
り
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
第
五
十
一
代
乎
域
天
皇
大
同
元
年
（
八
○
六
）
に
坂
上

田
村
麿
が
勅
を
奉
じ
て
、
現
在
の
地
に
社
殿
を
造
営
し
た
と
伝
え
ら

牧
て
い
ま
す
．

古
よ
り
朝
廷
、
武
家
の
尊
崇
蔦
く
、
延
喜
の
制
で
は
名
神
大
社
に

列
せ
ら
れ
、
駿
河
国
一
宮
、
又
全
国
一
、
三
○
○
余
の
浅
間
神
社
の

総
本
宮
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
き
た
東
海
最
古
の
名
社
で
す
。
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1時間20分

富士山の湧水をたたえる特別天然記念物湧玉池があります。

この湧水は、神の霊徳のこもった水であり、特に近年は多

くの方々がこの水を受けに来ら牧ます。登拝に際しては、

この清らかな水で身を浄める習わしがあります。

窒
素
筐
屋
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至御殿場）
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新東名高速道路
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富士山本宮浅間大社
〒418-0067静同県富士宮市宮園丁1-1

TEL(0544)27-20 02(ｲや

FAX(0 544)26-3762
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ヶ
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●

表
ロ
（
富
士
宮
ロ
）
御
殿
場
ロ
か
ら

登
り
つ
め
た
と
こ
ろ
の
山
頂
に
鎮

座
し
ま
す
。
御
祭
神
は
、
浅
間
大

神
（
木
花
之
佐
久
夜
毘
實
命
）
を
主

祭
神
と
し
、
相
殿
の
神
と
し
て
、

背
の
君
天
孫
瓊
々
杵
尊
、
父
神
大

山
祇
神
を
お
祀
り
し
ま
す
．
八
合

目
以
上
は
奥
宮
の
御
神
域
で
あ
り

ま
す
。

御
例
祭
は
、
八
月
十
五
日
に
行
わ

れ
、
世
界
の
平
和
と
国
の
弥
紫
を

祈
念
し
ま
す
。

頂
上
奥
宮

頂
上
の
起
伏
に
よ
る
わ
ず
か
な

落
差
に
よ
っ
て
湧
く
御
霊
水
で

す
。
登
拝
者
は
こ
の
お
水
を
う

け
て
浅
間
大
神
の
御
神
徳
を
戴

く
の
で
す
。

金
明
水
は
、
久
須
志
神
社
の
西

北
方
、
白
山
岳
の
麓
に
、
銀
明

水
は
、
御
殿
場
ロ
登
下
山
道
の

起
点
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
す
。

金
明
水
・
銀
明
水

さ
ん
め
い
す
い

ざ
ん
め
い
す
Ⅷ

！

お
く
み
や

、

‘
列

鱒
姪
電 珂亀喧
騒

識
富士宮

富士山

浅間大

懲訟 頂上富

須
走
ロ
、
吉
田
ロ
、
河
ロ
湖
ロ
の
各
登

山
道
を
登
り
つ
め
た
と
こ
ろ
の
頂
き
に

鎮
座
し
ま
す
．
こ
の
神
社
は
奥
宮
の
末

社
で
あ
り
、
医
薬
の
神
様
大
名
牟
遅
命
、

少
彦
名
命
を
お
祀
り
し
ま
す
．
御
例
祭

日
は
、
奥
宮
と
同
じ
八
月
十
五
日
で
す
．

又
、
両
社
で
は
家
内
安
全
等
の
諸
祈
祷

の
奉
仕
、
並
に
お
札
、
お
守
、
縁
起
物

等
の
授
与
、
金
剛
杖
、
行
衣
等
の
頂
上

印
（
御
朱
印
）
を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

富
士
山
の
御
神
徳
を
拝
し
な
が
ら
登
山
す
る
事
を
登
拝
と
い
い
ま
す
。
古
文
献

な
ど
か
ら
、
富
士
登
拝
が
古
く
か
ら
行
わ
れ
た
様
子
が
伺
わ
れ
ま
す
。
平
安
時

代
末
に
は
山
頂
に
祠
堂
が
建
立
さ
れ
、
江
戸
時
代
始
め
に
は
、
行
者
藤
原
角
行

が
富
士
登
拝
を
盛
ん
に
行
っ
た
こ
と
か
ら
庶
民
に
広
ま
り
、
次
第
に
発
展
し
て
、

富
士
溝
と
い
う
団
体
の
登
拝
が
行
わ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
御
山
で
見
掛

け
る
白
装
束
は
、
そ
の
講
社
の
人
々
で
す
。
登
拝
者
は
金
剛
杖
を
つ
き
、
「
六
根

清
浄
（
ろ
っ
こ
ん
し
ょ
う
じ
よ
う
・
目
、
ロ
、
耳
、
鼻
、
身
、
心
に
不
浄
な
も
の
が
な
い
事
を
願

う
祓
詞
）
」
を
唱
え
な
が
ら
登
り
ま
す
．
山
頂
に
着
い
た
ら
奥
宮
に
お
参
り
し
杖

印
を
い
た
だ
き
、
お
鉢
廻
り
と
言
う
火
ロ
廻
り
を
し
ま
す
．
そ
の
内
、
剣
ヶ
峰

が
一
番
高
く
、
標
高
三
、
七
七
六
Ｍ
の
、
日
本
最
高
地
点
と
な
っ
て
い
ま
す
．

東
北
奥
宮
（
久
須
志
神
社
）

登
拝
・
お
鉢
廻
り

唯
川

と
は
い

は
ち
ま
わ

、

削
・
反
罫

（
吉
田
・
須
走
・
河
口
湖
）
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登
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道
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